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水月湖堆積物中の河川起源砕屑物フラックスを用いた降水量変動復元手法の開発
Typhoon and Baiu-season precipitation reconstructed by the flux of suspended detrital
material in Lake Suigetsu
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モンスーンに伴う降雨パターンの変化や台風経路の変動メカニズムを解明するには、これらの降水の影響を強く受け
る地域において、長期的な降水量変動を復元することが必要である。しかし、降水量変動を定量的に復元することは一
般的に難しい。
河川起源懸濁物フラックスと河川流出量との間には、Rating curveと呼ばれる経験式が存在し、温帯域では河川流出量

は降水量を反映する事から、懸濁物フラックスから逆に降水量を定量的に復元することが可能である。従って、集水域
から流入する懸濁物を効率的にトラップする湖などの堆積物を用いて懸濁物フラックスが復元出来れば、そこから過去
の降水量を復元することが出来る。福井県南部の水月湖は梅雨による夏季モンスーン降水や台風による降水の支配域に
位置しており、主たる淡水供給源であるはす川からの粗粒砕屑物は手前の三方湖にトラップされ、懸濁物のみが水月湖
に供給され、堆積している。また、水月湖堆積物については、これまでの研究で完新世部分だけでも 100を超える 14C
年代測定が行われ、高い解像度と精度の年代モデルが既に確立しているため、この手法を適用するのに最適な対象であ
る。しかしこの手法を適用するためには、降水量変動と河川起源懸濁物フラックス変動について、水月湖に固有の経験
式を確立する必要がある。そこで本研究では、降水量観測記録と比較する事が可能な水月湖表層堆積物を用いて、年代
モデル構築及び主要元素組成分析に基づいて河川起源懸濁物フラックス変動の復元を行った。
水月湖には 1664年の浦見川開削以降海水が流入し、底層が還元的な環境となっている。そのため、表層堆積物中には

年縞が存在する。そこで、この年縞の計数および放射性同位体 (210Pb、 137Cs)年代測定により年単位の解像度を持つ年
代モデルを過去 90年にわたって構築し、更にイベント層（洪水起源と推定されている）と洪水記録の対比に基づいて年
代モデルのチューニングを行った。
その結果、1920年以降について、誤差+/-1年以内の、高精度な年代モデルを確立した。この年代モデルに基づいて復

元された 2˜3年解像度の懸濁物フラックスは、この地域で一日当たりの降水量が多く降水日数の多い梅雨季 (5˜7月)の降
水量の 2.2乗と良い相関を示した。またイベント層は、日本中部を南から北へ縦断するような経路をとる台風により引き
起こされた洪水によって主に堆積することが明らかになった。これらの結果から、水月湖のより深部の堆積物の分析に
よって、水月湖堆積物中の通常時の砕屑物フラックス変動を復元することで梅雨期の雨量変動を、イベント層の堆積時
期及び頻度から、この地域への台風の上陸頻度を復元することが可能であると考えられる。
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